
⑴定義 
(ⅰ)対数の定義 

� 

a > 0かつ

� 

a ≠ 1のとき、

� 

M > 0として、 
     

� 

aR = M ⇔  loga M = R  

※特に、

� 

a > 0かつ

� 

a ≠ 1を底条件、

� 

M > 0を真数条件といい、二つの条件を対数
が存在するための存在条件という。 

 

(ⅱ)対数関数の定義 対数の真数に変数 xが含まれる関数 
     基本形 

� 

y = loga x   a > 0, a ≠ 1( )  
     ※一般形は、

� 

y − q = c loga b x − p( )  

⑵性質 
(ⅰ)基本形において、

� 

x = 1のとき常に

� 

y = 0。 

(ⅱ)基本形において、常に

� 

x > 0。 
一般形では、

� 

b > 0のとき常に

� 

x > p、

� 

b < 0のとき常に

� 

x < p。 

(ⅲ)

� 

a > 1のとき、

� 

c > 0ならば単調増加関数、

� 

c < 0ならば単調減少関数。 
(ⅳ)

� 

0 < a < 1のとき、

� 

c > 0ならば単調減少関数、

� 

c < 0ならば単調増加関 
  数。 

⑶公式 
〈1〉

� 

loga A + loga B = loga AB  

〈2〉	
 

� 

loga A − loga B = loga
A
B

 

〈3〉	
 

� 

loga A
n = n loga A  

〈4〉

� 

loga b =
logc b
logc a

 《底変換の公式》 

※	
 〈2’〉

� 

− loga B =
1

loga B
も知っておくと便利。 

※	
 〈4’〉

� 

loga b =
1

logb a
も知っておくと便利。 

 

⑴成立条件 
(ⅰ)底条件   底が 0より大きく 1に等しくない。 
(ⅱ)真数条件   真数が 0より大きい。 

 

⒊対数計算 
①	
 存在条件（底条件･真数条件）をいう。 
②	
 公式〈4〉を用いて、底を揃える。 
③	
 公式〈1〉～〈3〉を用いて、一つの

� 

logにまとめる。 

④	
 定義に戻る。 
⑤	
 ①の吟味。 



 

⒋対数方程式•･対数不等式 
⑴対数方程式 

①存在条件（底条件･真数条件）をいう。 
②底を揃える。 
③一つの logにまとめる。 
④定義に戻る。 
⑤①の吟味。 

※	
 ①を最初にしなければならない。存在しないものを解くことはできないから。 
※	
 ②で使う公式は、⒈⑶〈4〉の底変換の公式。 
※	
 ③で使う公式は、⒈⑶〈1〉～〈3〉の公式。 
⑵対数不等式   ①存在条件（底条件･真数条件）をいう。 
     ②底を揃える。 
     ③一つの logにまとめる。 
     ④定義に戻る。 
     ⑤①の吟味。 
※	
 ①を最初にしなければならない。 
※	
 ②で使う公式は、⒈⑶〈4〉の底変換の公式。 
※	
 ③で使う公式は、⒈⑶〈1〉～〈3〉の公式。 

 
 


